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特
集 

世
田
谷
文
学
館
ク
ロ
ニ
ク
ル
1
9
9
5‐2
0
1
5

世
田
谷
文
学
館
は
、2
0
1
5
年
度
で
開
館
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

現
在
の
収
蔵
資
料
の
点
数
も
、
多
く
は
ご
寄
贈
に
支
え
ら
れ
て
10
万
点
近
く
に
上
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
世
田
谷
文
学
館
の
活
動
を
支
え
て
下
さ
っ
た
す
べ
て
の
皆
様
方
に
感
謝
申
し
上
げ
、
活
動
の

一
部
を
年
代
順
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

8
月
22
日
～
10
月
4
日

池
田
満
寿
夫
の
世
界
|
美
術
と
文
学
の
饗
宴
|［
H
10
︲
3
］

10
月
17
日
～
11
月
29
日

吉
行
淳
之
介
展
［
H
10
︲
4
］

11
月
1
日
～
21
日

秋
の
文
学
サ
ロ
ン  

〈「
マ
チ
ネ
・
ポ
エ
テ
ィ
ク
」コ
ン
サ
ー
ト
〜
加
藤
周
一
、 

中
村
真
一
郎
、福
永
武
彦
の
文
学
と
音
楽
〜
〉加
藤
周
一  

ほ
か

12
月
12
日
～
1
月
31
日

第
4
回
収
蔵
品
展〈
懐
し
の
童
謡
・
歌
謡
の
世
界
|
北
原
白
秋
・
西
條
八
十
|
〉

12
月
5
・
6
・
12
・
15
日

「
衣
裳
デ
ザ
イ
ン
に
み
る
映
画
の
魅
力
」上
映
ト
ー
ク

2
月
～
3
月

文
学
カ
レ
ッ
ジ  「
高
瀬
監
督
と
日
本
映
画
の
名
作
を
読
む
」高
瀬
昌
弘  

ほ
か

2
月
27
日
～
4
月
11
日

和
田
悟
写
真
展『
赤
毛
の
ア
ン
』|
プ
リ
ン
ス・エ
ド
ワ
ー
ド
島
へ
の
旅
|
 

（
サ
ロ
ン
展
示
・
翌
年
度
よ
り
移
動
文
学
館
）［
H
10
︲
5
］

2
月
27
日
～
4
月
11
日

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ  

「
人
形
の
展
示
」「
絵
本
コ
ー
ナ
ー
」 

と
特
別
展
示
岡
野
薫
子
〜
創
作
と
挿
絵
の
世
界

4
月
1
日
～
3
月
31
日

常
設
展  

文
学
の
ま
ち
・
世
田
谷

携
帯
電
話
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
開
始
／
東
海
村

で
臨
界
事
故

4
月
～
3
月

移
動
文
学
館

4
月
24
日
～
6
月
6
日

川
端
康
成
生
誕
1
0
0
年
記
念  

横
光
利
一
と
川
端
康
成
展
［
H
11
︲
1
］

4
月

世
田
谷
文
学
館
友
の
会
発
足

5
月
9
日
～
6
月
1
日

春
の
文
学
サ
ロ
ン  

「
ね
じ
め
正
一『
高
円
寺
純
情
商
店
街
』朗
読
会
」、 

「
島
田
雅
彦『
自
由
死
刑
』朗
読
会
」  

ほ
か

7
月
17
日
～
8
月
7
日

夏
休
み
こ
ど
も
文
学
館

6
月
26
日
～
8
月
15
日

創
刊
5
0
0
号
記
念  

「
こ
ど
も
の
と
も
」傑
作
絵
本
原
画
展
［
H
11
︲
2
］

8
月
28
日
～
10
月
11
日

黒
澤
明
の
仕
事
展
［
H
11
︲
3
］

10
月
23
日
～
12
月
5
日

瀧
口
修
造
と
武
満
徹
展
［
H
11
︲
4
］

10
月
30
日
～
11
月
28
日

秋
の
文
学
サ
ロ
ン  

講
演
会「
昭
和
の
詩
人
た
ち  

1
9
2
0
〜
1
9
3
0
年
代
」 

大
岡
信
、「
古
井
由
吉『
島
の
日
』朗
読
会
」  

ほ
か

12
月
18
日
～
2
月
6
日

第
5
回
収
蔵
品
展〈
映
画
監
督  

小
林
正
樹
の
世
界
展
〉［
H
11
︲
5
］

1
月
7
日
～
2
月
5
日

第
1
回
世
田
谷
フ
ィ
ル
ム
フェ
ス
テ
ィ
バ
ル  

「
ト
ー
ク
＆『
切
腹
』上
映
会
」 

仲
代
達
矢
×
登
川
直
樹  

ほ
か［
H
11
︲
6
］

1
月
～
3
月

文
学
カ
レ
ッ
ジ  

「
高
瀬
監
督
と『
鬼
平
犯
科
帳
』の
真
髄
を
探
る
」高
瀬
昌
弘 

ほ
か

2
月
29
日
～
4
月
9
日

写
真
展『
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
の
倫
敦
』（
サ
ロ
ン
展
示
・
翌
年
度
よ
り
移
動
文
学
館
）［
H
11
︲
7
］

2
月
29
日
～
4
月
9
日

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば  

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
ぼ
く
に
も
で
き
る
か
な
工
作
教
室
」 

石
井
マ
リ
子  

ほ
か

4
月
1
日
～
3
月
31
日

常
設
展  

文
学
の
ま
ち
・
世
田
谷

三
宅
島
・
雄
山
の
噴

火
で
全
島
避
難
／

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
／
Ｂ
Ｓ
デ
ジ

タ
ル
放
送
開
始

4
月
～
3
月

移
動
文
学
館

4
月
29
日
～
6
月
11
日

井
上
靖
展
［
H
12
︲
1
］

5
月
～
6
月

開
館
5
周
年
記
念
文
学
サ
ロ
ン（
前
期
）   

講
演
会「
世
田
谷
の
作
家
自
作
を
語
る
|『
血
脈
』」佐
藤
愛
子
、

「
阿
川
佐
和
子『
ウ
メ
子
』朗
読
会
」  

ほ
か

7
月
8
日
～
8
月
27
日

谷
川
俊
太
郎  

絵
本
の
仕
事
展
［
H
12
︲
2
］

7
月
23
日
～
8
月
5
日

夏
休
み
こ
ど
も
文
学
館

9
月
23
日
～
11
月
5
日

北
杜
夫
展
［
H
12
︲
3
］

11
月

開
館
5
周
年
記
念
文
学
サ
ロ
ン（
後
期
）  

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト「
フ
ラ
ン
ス
の

詩
人
た
ち
と
歌
曲
」
粟
津
則
雄
・
芹
沢
文
子
・
岡
玲
子  

ほ
か

11
月
25
日
～
1
月
21
日

第
6
回
収
蔵
品
展〈
世
田
谷
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち
|
寄
贈
資
料
を
中
心
と
し
て
〉

1
月
6
日
～
3
月
31
日

第
2
回
世
田
谷
フ
ィ
ル
ム
フェ
ス
テ
ィ
バ
ル「
時
代
劇
の
名
匠
・
稲
垣
浩
の
世
界
」

（
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
）［
H
12
︲
4
］

2
月
～
3
月

文
学
カ
レ
ッ
ジ  

「
読
ま
せ
る
エ
ッ
セ
イ
の
書
き
方
」伊
吹
和
子  

ほ
か

2
月
24
日
～
4
月
8
日

沢
木
耕
太
郎
の
旅
展
［
H
12
︲
5
］

4
月
1
日
～
3
月
31
日

常
設
展  

文
学
の
ま
ち
・
世
田
谷

池
田
小
学
校
で
無

差
別
児
童
殺
傷
事

件
／
同
時
多
発
テ

ロ「
9
・
11
」
／
ｉ

Ｐ
ｏ
ｄ
発
表

4
月
～
3
月

移
動
文
学
館

4
月
28
日
～
6
月
10
日

佐
藤
愛
子
展
［
H
13
︲
1
］

6
月

文
学
サ
ロ
ン（
前
期
）  「
自
作
朗
読
会
」堀
江
敏
幸  

ほ
か

４
月
1
日

世
田
谷
文
学
館
開
館
［
H
7
︲
1
］ 

佐
伯
彰
一
が
初
代
館
長
に
就
任

阪
神
・
淡
路
大
震

災
／
地
下
鉄
サ
リ

ン
事
件

４
月
２
・
８
日

開
館
記
念
鼎
談「
わ
が
師
、わ
が
友
、わ
が
旅
」阿
川
弘
之
、曽
野
綾
子
、佐
伯
彰
一

ト
ー
ク
&
コ
ン
サ
ー
ト「
サ
ティ
と
私
」新
井
満
、高
橋
ア
キ

4
月
１
日
～
3
月
31
日

常
設
展  

文
学
の
ま
ち
・
世
田
谷
［
H
7
︲
2
］

4
月
1
日
～
5
月
7
日

横
溝
正
史
と「
新
青
年
」の
作
家
た
ち［
H
7
︲
3
］

7
月
1
日
～
7
月
30
日

い
わ
む
ら
か
ず
お
絵
本
原
画
展

9
月
2
日
～
10
月
8
日

『
日
本
百
名
山
』の
深
田
久
弥
と
山
の
文
学
展
［
H
7
︲
4
］

11
月
4
日
～
12
月
3
日

中
川
李
枝
子
絵
本
の
世
界
展

2
月
10
日
～
3
月
10
日

第
1
回
収
蔵
品
展〈
鰕
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
み
る
世
田
谷
の
詩
人
〉

3
月
16
・
17
日

文
学
講
座
：
氷
室
冴
子
、逢
坂
剛

4
月
1
日
～
3
月
31
日

常
設
展  

文
学
の
ま
ち
・
世
田
谷

大
阪
で
O
︲
１
５
７

集
団
中
毒
／
ア
テ

ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
／
包
括
的
核
実

験
禁
止
条
約

4
月
6
日
～
5
月
19
日

坂
口
安
吾
展
［
H
8
︲
1
］

6
月
1
日
～
6
月
30
日

「
名
作
ひ
と
り
旅
」|
栗
原
達
男
写
真
展（
サ
ロ
ン
展
示
）［
H
8
︲
2
］

6
月
7
日
～
6
月
24
日

児
童
コ
ー
ナ
ー
開
設

7
月
6
日
～
8
月
18
日

映
画
と
世
田
谷
展（
世
田
谷
美
術
館
10
周
年
記
念
協
賛
企
画
）［
H
8
︲
3
］

7
月
21
日
～
8
月
3
日

夏
休
み
こ
ど
も
文
学
館

8
月
24
日
～
9
月
29
日

谷
内
こ
う
た
絵
本
の
世
界
展

10
月
10
日
～
11
月
24
日

「
青
鞜
」と「
女
人
芸
術
」〜
時
代
を
つ
く
っ
た
女
性
た
ち
展
［
H
8
︲
4
］

11
月
30
日
～
1
月
12
日

舞
踏
と
文
学  

土
方
巽
と
作
家
と
の
交
流（
サ
ロ
ン
展
示
）［
H
8
︲
5
］

2
月
8
日
～
3
月
16
日

第
2
回
収
蔵
品
展〈
手
紙
で
見
る
作
家
の
交
流
|
 

志
賀
直
哉
・
遠
藤
周
作
・
吉
行
淳
之
介
…
〉

4
月
１
日
～
3
月
31
日

常
設
展  

文
学
の
ま
ち
・
世
田
谷

酒
鬼
薔
薇
事
件
／

香
港
返
還
／
ダ
イ

ア
ナ
元
英
国
皇
太

子
妃
が
交
通
事
故

死
／
臓
器
移
植
法

施
行
／
京
都
議
定

書
策
定

4
月
26
日
～
6
月
8
日

生
誕
百
年
記
念  

芹
沢
光
治
良
展
［
H
9
︲
1
］

5
月
10
日
～
5
月
25
日

春
の
文
学
サ
ロ
ン  

「
町
田
康『
く
っ
す
ん
大
黒
』朗
読
会
」、 

講
演
会「
恋
愛
文
学
の
贈
り
物
」渡
辺
淳
一  

ほ
か

6
月
28
日
～
8
月
10
日

五
味
太
郎
の
世
界
展
［
H
9
︲
2
］

７
月
19
日
～
8
月
3
日

夏
休
み
こ
ど
も
文
学
館

8
月
23
日
～
10
月
5
日

安
野
光
雅
と
60
人
の
作
家
の
出
会
い
展
［
H
9
︲
3
］

10
月
18
日
～
11
月
30
日

時
代
小
説
の
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
展
［
H
9
︲
4
］

11
月
1
日
～
11
月
24
日

秋
の
文
学
サ
ロ
ン  

「
ト
ー
ク
＆
朗
読
会
」谷
川
俊
太
郎  

ほ
か

12
月
6
・
７
・
13
・
14
日

「
美
術
監
督
中
古
智
と
成
瀬
映
画
の
世
界
」上
映
&
ト
ー
ク

12
月
13
日
～
1
月
25
日

第
3
回
収
蔵
品
展〈
文
人
の
書
画
展（
夏
目
漱
石
・
小
林
勇
…
）〉

2
月
14
日
～
4
月
5
日

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば  

絵
本
コ
ー
ナ
ー
と
特
別
展
示   

香
山
彬
子  

児
童
文
学
と
絵
画
の
世
界
展

2
月
14
日
～
4
月
5
日

写
真
展『
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
』（
サ
ロ
ン
展
示
・
翌
年
度
よ
り
移
動
文
学
館〔
＊
〕）［
H
9
︲
5
］

4
月
1
日
～
3
月
31
日

常
設
展  

文
学
の
ま
ち
・
世
田
谷

郵
便
番
号
が
七
桁

に
／
長
野
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
／
和
歌

山
カ
レ
ー
毒
物
事

件

4
月
～
3
月

移
動
文
学
館

４
月
25
日
～
6
月
7
日

遠
藤
周
作
展
［
H
10
︲
1
］

5
月
16
日
～
6
月
6
日

春
の
文
学
サ
ロ
ン  

「
浅
田
次
郎『
鉄
道
員
』朗
読
会
」  

ほ
か

7
月
18
日
～
8
月
9
日

夏
休
み
こ
ど
も
文
学
館

6
月
27
日
～
8
月
9
日

林
明
子
の
絵
本
展
［
H
10
︲
2
］

年
度

月 

日

展
覧
会

月 

日

特
集
イ
ベ
ン
ト
・
世
田
谷
文
学
館
の
出
来
事

社
会
の
主
な
出
来
事

＊
移
動
文
学
館 

区
内
小
・
中
学
校
等
で
の
展
示

2000 （平成12）2001  
（平成13） 1999 （平成11） 1998 （平成10） 1997 （平成9） 1996 （平成8） 1995 （平成7）

H 7-2

H 7-3

H 7-4

H 8-1H 8-2

H 8-3H 8-4

H 8-5

H 9-1H 9-2

H 9-5 H 9-4 H 9-3

H 10-1

H 10-2H 10-3

H 10-4H 10-5

H 11-1H 11-2H 11-3

H 11-7 H 11-5 H 11-4

H 13-1

H 12-5

H 12-2

H 12-1H 12-3

H 7-1

H 12-4 H 11-6
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7
月
7
日
～
9
月
9
日

村
上
康
成  

絵
本
の
世
界
展
［
H
13
︲
2
］

7
月
20
日
～
8
月
4
日

夏
休
み
こ
ど
も
文
学
館

10
月
6
日
～
11
月
11
日

没
後
30
年  

志
賀
直
哉
展
［
H
13
︲
3
］

10
月
～
11
月

文
学
サ
ロ
ン（
後
期
）  

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト「
シ
ャ
ン
ソ
ン
酒
場
と
文
士
た
ち
」

戸
川
昌
子  

ほ
か

11
月
17
日
～
12
月
16
日

第
3
回
世
田
谷
フィ
ル
ム
フェ
ス
ティ
バ
ル「
日
本
S
F
映
画
の
黎
明
期
」

（
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
）［
H
13
︲
4
］

1
月
12
日
～
4
月
14
日

宮
沢
賢
治  

幻
想
紀
行
|
中
村
太
郎
写
真
展（
翌
年
度
よ
り
移
動
文
学
館
）［
H
13
︲
5
］

1
月
～
3
月

文
学
カ
レ
ッ
ジ  

「
近
代
詩
歌
の
成
熟
期
〜
明
治
・
大
正
を
中
心
に
」野
山
嘉
正   

ほ
か

4
月
1
日
～
3
月
31
日

常
設
展  
文
学
の
ま
ち
・
世
田
谷
［
H
14
︲
1
］

住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開

始
／
北
朝
鮮
か
ら

拉
致
被
害
者
五
人

が
帰
国

4
月
～
3
月

移
動
文
学
館

4
月
20
日
～
6
月
9
日

追
悼  

山
田
風
太
郎
展
［
H
14
︲
2
］

6
月

文
学
サ
ロ
ン（
前
期
）  

「
文
学
再
読
|『
本
よ
み
の
虫
干
し
』を
語
る
」関
川
夏
央   

ほ
か

7
月
6
日
～
9
月
8
日

昔
話
と
昔
話
絵
本
の
世
界
展
［
H
14
︲
3
］

7
月
20
日
～
8
月
7
日

夏
休
み
こ
ど
も
文
学
館

9
月

世
田
谷
文
学
週
間  

長
岡
輝
子
ト
ー
ク
＆
朗
読
会「
長
岡
輝
子
の
世
界
」 

（
会
場
：
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
）  

ほ
か

9
月
28
日
～
11
月
4
日

没
後
20
年  

西
脇
順
三
郎
展
［
H
14
︲
4
］

10
月

文
学
サ
ロ
ン（
後
期
）  

「
吉
増
剛
造
・
朗
読
会
」  

ほ
か

11
月
～
3
月

文
学
カ
レ
ッ
ジ  

古
典
文
学
講
座「
伊
勢
物
語
を
読
む
」秋
山
虔  

ほ
か

11
月
23
日
～
12
月
28
日

第
4
回
世
田
谷
フィ
ル
ム
フェ
ス
ティ
バ
ル「
ニ
ッ
ポ
ン・ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画
の

世
界
|
美
術
監
督
・
村
木
忍
の
仕
事
を
中
心
に
|
」（
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
）

1
月
11
日
～
3
月
30
日

椎
名
誠
ず
ん
が
ず
ん
が
展
［
H
14
︲
5
］

4
月
1
日
～
3
月
31
日

常
設
展  

文
学
の
ま
ち
・
世
田
谷
［
H
15
︲
1
］

イ
ラ
ク
戦
争
／
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｓ
が
世
界
的

大
流
行
／
イ
ラ
ク

の
フ
セ
イ
ン
政
権
崩

壊

4
月
～
3
月

移
動
文
学
館

4
月
26
日
～
6
月
15
日

没
後
20
年  

寺
山
修
司
の
青
春
時
代
展
［
H
15
︲
2
］

4
月
～
3
月

土
曜
ジ
ュ
ニ
ア
文
学
館（
土
曜
映
画
劇
場
、わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

「
巨
大
か
る
た
で
競
う
、新
春
百
人
一
首
大
会
」  

ほ
か
）

5
月
～
6
月

文
学
サ
ロ
ン  

第
1
回
大
藪
春
彦
記
念
ミ
ス
テ
リ
ー
講
演
会   

「
旅
先
の
街
角
か
ら
」北
方
謙
三  

ほ
か
。
大
藪
春
彦
記
念
ミ
ス
テ
リ
ー
講
演
会

は
第
10
回（
2
0
1
2
年
）ま
で
開
催

7
月
12
日
～
9
月
7
日

ス
イ
ス
の
絵
本
画
家  

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
、ホ
フ
マ
ン
展

9
月
27
日
～
11
月
3
日

没
後
10
年  

安
部
公
房
展
［
H
15
︲
3
］

10
月

世
田
谷
文
学
週
間  

ト
ー
ク
＆
朗
読
会  

向
田
邦
子
の「
幸
福
」に
つ
い
て   

鴨
下
信
一・
黒
田
あ
ゆ
み（
会
場
：
砧
区
民
会
館
）  

ほ
か

11
月
22
日
～
12
月
28
日

第
5
回
世
田
谷
フィ
ル
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル「
映
画
俳
優
・
三
船
敏
郎
」

（
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
）［
H
15
︲
4
］

1
月
～
3
月

文
学
カ
レ
ッ
ジ  

古
典
文
学
講
座「『
お
く
の
細
道
』〜
そ
の
文
学
空
間
を
読
む
」

堀
切
実
、絵
本
講
座「
絵
本
を
楽
し
む
」広
松
由
希
子  

ほ
か

1
月
10
日
～
4
月
11
日

写
真
展  

ク
マ
の
プ
ー
さ
ん
と
魔
法
の
森
へ（
翌
年
度
よ
り
移
動
文
学
館
）［
H
15
︲
5
］

4
月
1
日
～
3
月
31
日

常
設
展  

文
学
の
ま
ち
・
世
田
谷
［
H
16
︲
1
］

Ｂ
Ｓ
Ｅ
発
生
に
よ

り
米
国
産
牛
肉
の

輸
入
停
止
／
ア
テ

ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
／
新
潟
県
中
越

地
震

4
月
～
3
月

移
動
文
学
館

4
月
24
日
～
6
月
13
日

池
波
正
太
郎
の
世
界
展
［
H
16
︲
2
］

4
月
～
3
月

土
曜
ジ
ュ
ニ
ア
文
学
館  

（
土
曜
映
画
劇
場
、わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、 

オ
ペ
ラ「
あ
お
く
ん
と
き
い
ろ
ち
ゃ
ん
」  

ほ
か
）

5
月
～
6
月

春
の
文
学
サ
ロ
ン
|
特
集
・
池
波
正
太
郎
の
世
界
、第
2
回
大
藪
春
彦
記
念

ミ
ス
テ
リ
ー
講
演
会  

大
沢
在
昌  

ほ
か

7
月
17
日
～
9
月
20
日

佐
野
洋
子  

絵
本
の
世
界
展
［
H
16
︲
3
］

10
月
9
日
～
11
月
28
日

生
誕
1
2
0
年  

詩
人
画
家
・
竹
久
夢
二
展
［
H
16
︲
4
］

11
月

世
田
谷
文
学
週
間  

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト「
竹
下
夢
二
と
音
楽
」 

尾
崎
左
永
子（
会
場
：
玉
川
区
民
会
館
）  

ほ
か

1
月
8
日
～
1
月
16
日

第
24
回  

世
田
谷
の
書
展

1
月
12
日
～
3
月
23
日

文
学
カ
レ
ッ
ジ  

古
典
文
学
講
座「
隠
者
の
ま
な
ざ
し
|
西
行
と
兼
好
」 

久
保
田
淳
、映
画
研
究
講
座「
成
瀬
巳
喜
男
の
昭
和
史
」田
中
眞
澄  

ほ
か

1
月
29
日
～
4
月
10
日

第
6
回
世
田
谷
フィ
ル
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル「
生
誕
1
0
0
年  

映
画
監
督
・ 

成
瀬
巳
喜
男
」（
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
）［
H
16
︲
5
］

4
月
1
日
～
10
月
30
日

常
設
展  

文
学
の
ま
ち
・
世
田
谷

京
都
議
定
書
発

効
／
中
部
国
際
空

港（
セ
ン
ト
レ
ア
）

開
港
／
福
知
山
線

脱
線
事
故

4
月
～
3
月

移
動
文
学
館

4
月
～
3
月

土
曜
ジ
ュ
ニ
ア
文
学
館 （
日
本
の
歳
時
記
シ
リ
ー
ズ
、土
曜
映
画
劇
場
、

わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ  

ほ
か
）

4
月
6
日
～
7
月
3
日

韓
国
文
化
週
間  

「
ハ
ン
グ
ル
語
講
座
」「
韓
国
舞
踊
講
座
」王
秀
英
、 

感
動
体
験
！「
世
田
谷
韓
国
文
化
村
」  

ほ
か

4
月
16
日

世
田
谷
文
学
週
間  

世
田
谷
文
学
館
開
館
10
周
年
記
念
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

「
21
世
紀
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」  

講
演
：
大
江
健
三
郎  

コ
ン
サ
ー
ト 

「
大
江
光
の
音
楽
」  

（
会
場
：
世
田
谷
区
民
会
館
）

4
月
29
日
～
6
月
12
日

開
館
10
周
年
記
念  

宇
野
千
代
展
|
書
い
た
、恋
し
た
、生
き
た［
H
17
︲
1
］

7
月
9
日
～
8
月
28
日

い
ち
ば
ん
好
き
な
絵
本
は
ど
〜
れ
？
〈
日
本
絵
本
賞
〉受
賞
絵
本
原
画
展
［
H
17
︲
2
］

7
月
23
日
～
8
月
31
日

ジ
ュ
ニ
ア
堂
書
店「
大
人
た
ち
に
さ
さ
げ
る
夏
休
み
の
課
題
図
書
」

9
月
17
日
～
10
月
30
日

開
館
10
周
年
記
念  

藤
沢
周
平
の
世
界
展
［
H
17
︲
3
］

9
月
～
11
月

文
学
サ
ロ
ン  

第
3
回
大
藪
春
彦
記
念
ミ
ス
テ
リ
ー
講
演
会「
夢
枕
獏
講
演
会
」

ほ
か

11
月
8
日
～
3
月
31
日

常
設
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル  

文
学
に
描
か
れ
た
世
田
谷
1
0
0
年
の
物
語
［
H
17
︲
4
］

11
月
12
日
～
12
月
11
日

第
7
回
世
田
谷
フィ
ル
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル「
世
田
谷
ハ
リ
ウ
ッ
ド  

映
画
の
町
・
世
田
谷
の
映
画
人
た
ち
」 

（
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
）

1
月
7
日
～
1
月
22
日

第
25
回  

世
田
谷
の
書
展

2
月
2
日
～
3
月
14
日

文
学
カ
レ
ッ
ジ
2
0
0
6（
文
学
講
座
Ⅰ・Ⅱ
、文
学
散
歩
講
座
）

2
月
4
日
～
4
月
9
日

花
森
安
治
と「
暮
し
の
手
帖
」展
［
H
17
︲
5
］

3
月
4
日
～
4
月
8
日

ジ
ュ
ニ
ア
堂
書
店「
大
人
に
な
っ
て
も
読
み
た
い
本
、見
つ
け
た
！
」

4
月
1
日
～
3
月
31
日

常
設
展
示  

文
学
に
描
か
れ
た
世
田
谷
1
0
0
年
の
物
語

北
朝
鮮
が
7
発
の

弾
道
ミ
サ
イ
ル
を

発
射
／
冥
王
星
が

太
陽
系
惑
星
か
ら

除
外

4
月
～
3
月

移
動
文
学
館

4
月
15
日
～
5
月
28
日

画
家
と
詩
人  

ヘ
ル
マ
ン・ヘ
ッ
セ
展
［
H
18
︲
1
］

4
月
～
3
月

土
曜
ジ
ュ
ニ
ア
文
学
館（
わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、日
本
の
歳
時
記

シ
リ
ー
ズ
、文
学
館
た
ん
け
ん
ツ
ア
ー  

ほ
か
）

4
月
16
日
～
6
月
3
日

文
学
サ
ロ
ン  

特
集
|
ヘ
ル
マ
ン・ヘ
ッ
セ
の
世
界
、第
4
回
大
藪
春
彦
記
念

ミ
ス
テ
リ
ー
講
演
会  

森
村
誠
一  

ほ
か

6
月
10
日
～
6
月
25
日

韓
国
文
化
週
間
2
0
0
6
|
つ
な
ぐ

7
月
15
日
～
9
月
10
日

第
8
回
世
田
谷
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル「
不
滅
の
ヒ
ー
ロ
ー
・
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
展
」

（
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
）［
H
18
︲
2
］

7
月
15
日
～
9
月
10
日

ジュ
ニ
ア
堂
書
店「
大
人
た
ち
に
さ
さ
げ
る
、夏
休
み
の
課
題
図
書  

2
0
0
6
」

9
月
30
日
～
11
月
26
日

宮
沢
和
史
の
世
界
［
H
18
︲
3
］

10
月
～
11
月

世
田
谷
文
学
週
間  

宮
沢
和
史
弾
き
語
り
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト「
寄
り
道
」   

（
会
場
：
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
）  

ほ
か

1
月
4
日
～
1
月
6
日

文
学
館
で
お
正
月
！

1
月
13
日
～
1
月
28
日

第
26
回  

世
田
谷
の
書
展

2
月
6
日
～
3
月
24
日

文
学
カ
レ
ッ
ジ
2
0
0
7（
近
代
文
学
講
座
、絵
本
講
座
、映
画
研
究
講
座
、

特
別
講
座「
ム
ッ
ト
ー
ニ
氏
、か
ら
く
り
書
物
を
語
る
」  

ほ
か
）

2
月
17
日
～
4
月
8
日

ム
ッ
ト
ー
ニ
の
か
ら
く
り
書
物
［
H
18
︲
4
］

3
月
17
日
～
4
月
8
日

ジ
ュ
ニ
ア
堂
書
店「
別
れ
る
友
に
贈
る
本
、新
し
い
友
に
す
す
め
る
本
」

4
月
1
日
～
3
月
31
日

常
設
展
示  

文
学
に
描
か
れ
た
世
田
谷
1
0
0
年
の
物
語

バ
ー
ジ
ニ
ア
工
科

大
学
で
銃
乱
射
事

件
／
新
湯
県
中
越

沖
地
震

4
月
～
3
月

移
動
文
学
館

4
月
24
日
～
5
月
27
日

向
田
邦
子  

果
敢
な
る
生
涯
［
H
19
︲
1
］

年
度

月 

日

展
覧
会

月 

日

特
集
イ
ベ
ン
ト
・
世
田
谷
文
学
館
の
出
来
事

社
会
の
主
な
出
来
事

2006 （平成18） 2005 （平成17） 2004 （平成16） 2003 （平成15） 2002 （平成14） 2001 （平成13）2007 
（平成19）

H 13-2

H13-3

H 13-4

H 15-2 H 14-4 H 14-3

H 14-1

H13-5H 14-5H 15-5 H 15-3

H 15-1

H 15-4

H 16-2

H 16-1

H 16-3

H16-4

H 19-1

H 18-4

H 18-3 H 18-1

H 18-2 H 17-5 H 17-4

H 17-1

H 17-2

H 17-3 H 16-5

H 14-2
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4
月
～
3
月

土
曜
ジュ
ニ
ア
文
学
館（
土
曜
映
画
劇
場
、日
本
の
歳
時
記
シ
リ
ー
ズ
、

わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
ショ
ッ
プ
、に
ほ
ん
ご
の
お
も
し
ろ
さ  

ほ
か
）

郵
政
民
営
化
／

日
本
の
人
口
で

七
十
五
歳
以
上
が
一

割
超

4
月
～
5
月

文
学
サ
ロ
ン  

朗
読
会「
か
わ
う
そ
」渡
辺
美
佐
子  

ほ
か

6
月

佐
伯
彰
一
館
長
退
任〈
名
誉
館
長
〉、第
2
代
館
長
と
し
て
菅
野
昭
正
就
任

6
月
9
日
～
6
月
24
日

韓
国
文
化
週
間  

「
韓
国
の
言
葉
に
親
し
も
う
！
」

7
月
7
日
～
9
月
2
日

美
内
す
ず
え
と『
ガ
ラ
ス
の
仮
面
』展
［
H
19
︲
2
］

7
月
28
日
～
9
月
2
日

土
曜
ジュ
ニ
ア
文
学
館  

ジュ
ニ
ア
堂
書
店

9
月
29
日
～
11
月
25
日

植
草
甚
一  

マ
イ
・フェ
イ
ヴ
ァ
リ
ッ
ト・シ
ン
グ
ス［
H
19
︲
3
］

9
月
～
11
月

世
田
谷
芸
術
百
華
2
0
0
7  

「
J
・
J
気
分
で
経
堂
散
歩
」  

ほ
か

11
月
17
日

土
曜
ジュ
ニ
ア
文
学
館  

世
田
谷
芸
術
百
華
2
0
0
7
＋
土
曜
演
芸
劇
場   

「
文
学
館
寄
席  

玉
電
1
0
0
周
年『
玉
電
物
語
』」林
家
き
く
麿  

ほ
か

1
月
12
日
～
1
月
27
日

第
27
回  

世
田
谷
の
書
展

１
月
29
日
～
3
月
23
日

第
9
回
世
田
谷
フ
ィ
ル
ム
フェ
ス
ティ
バ
ル

「
脚
本
と
映
画  

脚
本
家
・
橋
本
忍
の
仕
事
」（
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
）

2
月
16
日
～
4
月
6
日

永
井
荷
風
の
シ
ン
グ
ル・シ
ン
プ
ル 

ラ
イ
フ
展
［
H
19
︲
4
］

4
月
1
日
～
3
月
31
日

常
設
展
示  

文
学
に
描
か
れ
た
世
田
谷
1
0
0
年
の
物
語

日
本
各
地
で
ゲ
リ

ラ
豪
雨
が
頻
発
／

リ
ー
マ
ン・ブ
ラ
ザ
ー

ズ
破
綻

4
月
～
3
月

移
動
文
学
館

4
月
19
日
～
6
月
8
日

フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
の
世
界
展
［
H
20
︲
1
］

4
月
～
3
月

土
曜
ジュ
ニ
ア
文
学
館（
わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
ショ
ッ
プ
、日
本
の
歳
時
記
シ
リ
ー
ズ
、

に
ほ
ん
ご
の
お
も
し
ろ
さ
、土
曜
映
画
劇
場
、た
ん
け
ん
ツ
ア
ー  

ほ
か
）

6
月
21
日
～
29
日

韓
国
文
化
週
間  

ト
ー
ク
＆
上
映
会「
韓
国
の
現
代
小
説
|
フ
ァ
ン・ソ
ギ
ョ
ン

『
な
つ
か
し
の
庭
』小
説
と
映
画
の
世
界
」青
柳
優
子  

ほ
か

7
月
1
日
～
9
月
1
日

土
曜
ジュ
ニ
ア
文
学
館  

ジ
ュ
ニ
ア
堂
書
店

7
月
12
日
～
9
月
15
日

没
後
5
年  

宮
脇
俊
三
と
鉄
道
紀
行
展
［
H
20
︲
2
］

9
月
20
日
～
12
月
7
日

第
10
回
世
田
谷
フ
ィ
ル
ム
フェ
ス
ティ
バ
ル「
市
川
崑
の
世
界
」

（
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
）［
H
20
︲
3
］

10
月
4
日
～
11
月
30
日

地
に
伏
し
て
花
咲
く
|
宮
尾
登
美
子
展
［
H
20
︲
4
］

1
月
10
日
～
1
月
25
日

第
28
回  

世
田
谷
の
書
展

2
月
14
日
～
3
月
29
日

進
め
る
荒
井
良
二
の
い
ろ
い
ろ
展
［
H
20
︲
5
］

4
月
1
日
～
3
月
31
日

常
設
展
示  

文
学
に
描
か
れ
た
世
田
谷
1
0
0
年
の
物
語

オ
バ
マ
が
米
国
初
の

黒
人
大
統
領
に

4
月
～
3
月

移
動
文
学
館

4
月
11
日
～
6
月
7
日

生
誕
1
0
0
年  

松
本
清
張
展  

清
張
文
学
と
の
新
た
な
邂
逅
［
H
21
︲
1
］

4
月
17
日
～
26
日

土
曜
ジュ
ニ
ア
文
学
館
活
動
報
告
展
示

5
月
～
2
月

こ
と
の
は
は
く
ぶ
つ
か
ん（
前
期
・
後
期
）  

こ
と
ば
と
し
ぐ
さ「
落
語
に
挑
戦
」 

三
遊
亭
圓
橘  

ほ
か

6
月
13
日
～
7
月
1
日

韓
国
文
化
週
間  

韓
国
伝
統
楽
器
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト  

ほ
か

7
月
4
日
～
9
月
6
日

堀
内
誠
一  

旅
と
絵
本
と
デ
ザ
イ
ン
と［
H
21
︲
2
］

9
月
15
日
～
12
月
6
日

第
11
回
世
田
谷
フ
ィ
ル
ム
フェ
ス
ティ
バ
ル「
名
優
・
森
繁
久
彌
」（
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
）［
H
21
︲
3
］

9
月
19
日
～
11
月
29
日

久
世
光
彦
展  

時
を
呼
ぶ
声
［
H
21
︲
4
］

1
月
9
日
～
1
月
24
日

第
29
回  

世
田
谷
の
書
展

2
月
6
日
～
4
月
11
日

石
井
桃
子
展
［
H
21
︲
5
］

4
月
1
日
～
3
月
31
日

常
設
展
示  

文
学
に
描
か
れ
た
世
田
谷
1
0
0
年
の
物
語

小
惑
星
探
査
機
は

や
ぶ
さ
帰
還
／
尖

閣
諸
島
沖
の
船
舶

衝
突
映
像
が
ネ
ッ

ト
に
流
出
／
ギ
リ

シ
ャ
経
済
危
機

4
月
～
3
月

移
動
文
学
館

4
月
29
日
～
6
月
27
日

星
新
一
展
［
H
22
︲
1
］

5
月
～
1
月

こ
と
の
は
は
く
ぶ
つ
か
ん（
前
期
・
後
期
）

6
月
22
日
・
7
月
13
日

韓
国
文
化
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム  

韓
国
伝
統
楽
器
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

7
月
17
日
～
9
月
12
日

開
館
15
周
年
記
念  

み
ん
な
の
サ
ザ
エ
さ
ん
展
［
H
22
︲
2
］

9
月
18
日
～
9
月
26
日

連
続
講
座「
知
の
巨
匠
|
加
藤
周
一
ウ
ィ
ー
ク
」（
菅
野
館
長
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の

連
続
講
座
第
1
回
目
）大
江
健
三
郎
、姜
尚
中
、高
階
秀
爾
、池
澤
夏
樹
、

山
崎
剛
太
郎
、清
水
徹

10
月
2
日
～
11
月
28
日

開
館
15
周
年
記
念  

父
か
ら
の
贈
り
も
の
|
森
鷗
外
と
娘
た
ち
展
［
H
22
︲
3
］

1
月
8
日
～
1
月
23
日

第
30
回  

世
田
谷
の
書
展 

世
田
谷
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち

1
月
15
日
～
4
月
10
日

成
瀬
巳
喜
男
の
昭
和（
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
）［
H
22
︲
4
］

2
月
11
日
～
3
月
31
日

旅
す
る
絵
描
き  

い
せ
ひ
で
こ
展
［
H
22
︲
5
］

4
月
16
日
～
6
月
26
日

常
設
展
示
第
1
期  

文
学
に
描
か
れ
た
世
田
谷
1
0
0
年
の
物
語

東
日
本
大
震
災
／

福
島
原
発
事
故
／

地
上
波
テ
レ
ビ
放

送
が
デ
ジ
タ
ル
ヘ
全

面
移
行

4
月
16
日
～
6
月
26
日

世
界
中
で
愛
さ
れ
る
リ
ン
ド
グ
レ
ー
ン
の
絵
本
［
H
23
︲
1
］

4
月
～
3
月

子
ど
も
文
学
館（
子
ど
も
文
学
さ
ん
ぽ
、こ
と
の
は
は
く
ぶ
つ
か
ん
、移
動
文
学
館
）

7
月
1
・
9
日

韓
国
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト  

「
韓
国
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
」キ
ム・ヘ
シ
ン  

ほ
か

7
月
6
日
～
9
月
25
日

常
設
展
示
第
2
期  

特
集  

映
画
を
支
え
る
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事

7
月
30
日
～
9
月
25
日

和
田
誠
展  

書
物
と
映
画
［
H
23
︲
2
］

9
月
10
日
～
9
月
23
日

連
続
講
座「
村
上
春
樹
の
読
み
か
た
」石
原
千
秋
、亀
山
郁
夫
、三
浦
雅
士
、

藤
井
省
三
、加
藤
典
洋

10
月
8
日
～
12
月
4
日

生
誕
1
2
5
年  

萩
原
朔
太
郎
展
［
H
23
︲
3
］

10
月
8
日
～
1
月
29
日

常
設
展
示
第
3
期  

特
集  

萩
原
葉
子
［
H
23
︲
4
］

1
月
14
日
～
1
月
29
日

第
31
回  

世
田
谷
の
書
展  

世
田
谷
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち

2
月
11
日
～
4
月
8
日

都
市
か
ら
郊
外
へ
|
1
9
3
0
年
代
の
東
京（
世
田
谷
美
術
館
と
共
催
）［
H
23
︲
5
］

4
月
21
日
～
9
月
23
日

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
前
期  

文
学
に
描
か
れ
た
世
田
谷  

下
北
沢
・
三
軒
茶
屋
界
隈

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

竣
工
／
中
国
全
土

で
反
日
デ
モ
／
山

中
伸
弥
が
ノ
ー
ベ
ル

医
学
生
理
学
賞

4
月
28
日
～
7
月
1
日

地
上
最
大
の
手
塚
治
虫
展
［
H
24
︲
1
］

4
月
～
3
月

子
ど
も
文
学
館（
子
ど
も
文
学
さ
ん
ぽ
、

こ
と
の
は
は
く
ぶ
つ
か
ん
、移
動
文
学
館
）

6
月
16
日
～
6
月
30
日

連
続
講
座「
こ
と
ば
の
魔
術
師
|
井
上
ひ
さ
し
ウ
ィ
ー
ク
」［
H
24
︲
2
］  

阿
刀
田
高
、 

横
山
眞
理
子
、小
田
島
雄
志
、鵜
山
仁
、小
森
陽
一

7
月
21
日
～
9
月
17
日

宮
崎
駿
が
選
ん
だ
50
冊
の
直
筆
推
薦
文
展
［
H
24
︲
3
］

10
月
6
日
～
4
月
7
日

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
後
期  

文
学
に
描
か
れ
た
世
田
谷  

世
田
谷
の
詩
歌
と
山
本
健
吉

10
月
6
日
～
12
月
2
日

齋
藤
茂
吉
と『
楡
家
の
人
び
と
』展
［
H
24
︲
4
］

1
月
12
日
～
1
月
27
日

第
32
回  

世
田
谷
の
書
展 

世
田
谷
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち

2
月
2
日
～
3
月
31
日

帰
っ
て
き
た
寺
山
修
司
展
［
H
24
︲
5
］

4
月
20
日
～
9
月
23
日

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
前
期  

文
学
に
描
か
れ
た
世
田
谷  

成
城
・
多
摩
川
界
隈

2
0
2
0
年
夏
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
都
市
が
東
京
に

決
定

4
月
20
日
～
6
月
30
日

「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」展
［
H
25
︲
1
］

4
月
～
3
月

子
ど
も
文
学
館（
子
ど
も
文
学
さ
ん
ぽ
、こ
と
の
は
は
く
ぶ
つ
か
ん
、移
動
文
学
館
）

6
月
22
日
～
7
月
6
日

連
続
講
座「
書
物
の
達
人  

丸
谷
才
一
」川
本
三
郎
、岡
野
弘
彦
、鹿
島
茂
、 

関
容
子
、ほ
か

7
月
13
日
～
9
月
16
日

没
後
80
年  

宮
沢
賢
治
・
詩
と
絵
の
宇
宙
|
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
の
心
展
［
H
25
︲
2
］

10
月
5
日
～
4
月
6
日

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
後
期  

旅
に
つ
い
て
の
断
章
［
Ｈ
25
︲
3
］

10
月
5
日
～
12
月
8
日

幸
田
文
展
［
H
25
︲
4
］

1
月
7
日
～
1
月
22
日

第
33
回  

世
田
谷
の
書
展  

世
田
谷
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち

1
月
25
日
～
3
月
30
日

星
を
賣
る
店  

ク
ラ
フ
ト
・エ
ヴ
ィ
ン
グ
商
會
の
お
か
し
な
展
覧
会
［
H
25
︲
5
］

1
月
17
日

地
域
創
造
大
賞  

総
務
大
臣
賞
受
賞

4
月
19
日
～
10
月
5
日

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
前
期  

人
生
の
岐
路
に
立
つ
あ
な
た
へ［
H
26
︲
1
］

消
費
税
5
％
か
ら

8
％
へ
／
I
S
I
S

が「
イ
ス
ラ
ー
ム
国
」

の
樹
立
を
宣
言
し
、

日
本
人
を
拉
致
／

デ
ン
グ
熱
の
国
内

感
染
が
発
覚
／
エ

ボ
ラ
出
血
熱
感
染

拡
大

4
月
19
日
～
6
月
29
日

茨
木
の
り
子
展
［
H
26
︲
2
］

4
月
～
3
月

子
ど
も
文
学
館（
子
ど
も
探
偵
団
、コ
ト
バ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、ど
こ
で
も
文
学
館
）

7
月
19
日
～
9
月
28
日

日
本
S
F
展
・
S
F
の
国
［
H
26
︲
3
］

10
月
4
日
～
10
月
18
日

連
続
講
座「
辻
井
喬
＝
堤
清
二  

文
化
を
創
造
す
る
文
学
者
」粟
津
則
雄
、 

松
本
健
一
、三
浦
雅
士
、山
口
昭
男
、小
池
一
子

10
月
18
日
～
4
月
5
日

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
後
期  

下
北
沢
ク
ロ
ニ
ク
ル［
H
26
︲
4
］

10
月
18
日
～
12
月
21
日

水
上
勉
の
ハロ
ー
ワ
ー
ク  

働
く
こ
と
と
生
き
る
こ
と［
H
26
︲
5
］

1
月
6
日
～
1
月
21
日

第
34
回  

世
田
谷
の
書
展  

世
田
谷
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち

1
月
24
日
～
3
月
31
日

岡
崎
京
子
展  

戦
場
の
ガ
ー
ル
ズ
・
ラ
イ
フ［
H
26
︲
6
］

年
度

月 

日

展
覧
会

月 

日

特
集
イ
ベ
ン
ト
・
世
田
谷
文
学
館
の
出
来
事

社
会
の
主
な
出
来
事

2012 （平成24）2013 （平成25） 2011 （平成23） 2009 （平成21）2010 （平成22） 2008 （平成20） 2007 （平成19）2014 （平成26）

H 26-1

H 26-2

H 26-3

H 26-5

H 26-4

H 26-6

H 25-5

H 25-4 H 25-3

H 25-2 H 25-1

H 24-2

H 24-3H 24-4

H 24-5

H 24-1

H 23-2

H 23-1

H 23-5

H 23-4

H 23-3

H 22-5

H 22-3

H 22-4

H 22-1

H 22-2

H 21-2

H 21-5

H 21-1

H 21-4

H 20-5

H 20-3

H 20-4 H 20-1

H 20-2

H 19-4

H 19-3

H 19-2

H 21-3
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企
画
展

当
館
収
蔵
品
の
ご
紹
介
53

資
料
受
贈
報
告

 

2
0
1
4
年
11
月
6
日
〜
2
0
1
5
年
2
月
24
日

外
国
の
映
画
・
文
学
・
音
楽
に
精
通
し
、
各
分
野
の
新

人
・
新
作
・
新
傾
向
を
独
自
の
視
点
で
取
り
上
げ
た
植
草
甚

一（
1
9
0
8
〜
1
9
7
9
）は
、専
門
家
や
好
事
家
だ
け
で

な
く
一
般
読
者
の
興
味
も
喚
起
す
る
よ
う
な
、独
特
な
語

り
口
を
も
っ
た
文
筆
家
で
し
た
。

1
9
4
8
年
に
東
宝
を
退
社
し
た
の
ち
本
格
化
さ
せ
た

文
筆
業
の
領
域
は
、映
画
、ミ
ス
テ
リ
ー
に
は
じ
ま
り
、モ
ダ

ン・
ジ
ャ
ズ
、カ
ウ
ン
タ
ー
・カ
ル
チ
ャ
ー
な
ど
へ
と
、ジ
ャ
ン

ル
レ
ス
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
本
人
は「
雑
学
」と
呼

ん
だ
海
外
の
幅
広
い
文
化
の
紹
介
者
と
な
っ
た
植
草
甚
一

は
、1
9
6
0
年
代
後
半
か
ら
70
年
代
に
か
け
、団
塊
の
世

代
の
若
者
か
ら
熱
烈
な
支
持
を
集
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
文
体
も
初
期
の
評
論
か
ら
変
化
し
、

1
9
6
0
年
代
に
は
植
草
流
と
も
呼
ぶ
べ
き
特
異
な
ス
タ

イ
ル
を
築
き
ま
し
た
。
終
生
買
い
続
け
た
大
量
の
洋
書
・
洋

雑
誌
、そ
し
て
都
市
の
散
歩
の
中
か
ら
切
り
取
ら
れ
た
事

柄
が
、独
特
な
意
識
の
流
れ
に
よ
っ
て
つ
な
が
れ
て
い
く
文

章
は
、植
草
甚
一
の
も
う
一
つ
の
側
面
、コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
名
人

と
し
て
の
手
際
に
も
一
脈
相
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

学
〉〈
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
〉〈
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
〉の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

分
け
て
主
要
コ
レ
ク
シ
ョン
を
披
露
す
る
、過
去
最
大
規
模
の

展
覧
会
で
す
。
1
9
3
0
年
代
の
ス
ク
ラ
ッ
プ・ブ
ッ
ク
か
ら

晩
年
の
ノ
ー
ト
に
い
た
る
ま
で
、日
々
の
営
み
か
ら
生
ま
れ
た

品
々
を
通
じ
、散
歩
や
買
い
物
や「
勉
強
」を
生
涯
一
貫
し
て

徹
底
的
に
楽
し
ん
だ
、植
草
甚
一の
独
創
的
な
生
き
方
に
迫

り
ま
す
。
植
草
甚
一
に
つ
い
て
の
立
体
的
な
ス
ク
ラ
ッ
プ・ブ
ッ

ク
と
も
い
え
る
本
展
に
、ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

関
連
企
画

1 

三
歩
屋

植
草
甚
一
は
晩
年
、
4
万
冊
を
超
え
る
蔵
書
を
元
に
し
て
、

下
北
沢
に
古
書
店「
三
歩
屋
」を
開
く
こ
と
を
構
想
し
て
い

ま
し
た
。
実
現
し
な
か
っ
た
こ
の
幻
の
店
の
イ
メ
ー
ジ
を
展

示
室
内
に
再
現
し
、植
草
甚
一
が
書
中
で
取
り
上
げ
た
本

の
数
々
を
紹
介
し
ま
す
。

●
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン：TO

K
YO

 PISTO
L 

＋ book pick orchestra

2 

ブ
ッ
ク・
ト
ー
ク「
植
草
甚
一
と
金
曜
日
の
本
」

﹇
出
演
﹈ク
ラ
フ
ト・エ
ヴ
ィ
ン
グ
商
會（
吉
田
篤
弘・
吉
田
浩

美
）  ﹇
日
時
﹈6
月
13
日（
土
）15
時
〜
16
時
30
分  ﹇
会
場
﹈

1
階
文
学
サ
ロ
ン  ﹇
定
員
﹈1
5
0
名  ﹇
料
金
﹈5
0
0
円   

﹇
申
込
締
切
﹈
5
月
30
日（
必
着
）

3 

レ
コ
ー
ド
・
ト
ー
ク「
植
草
甚
一
が
聴
い
た
ジ
ャ
ズ
」

﹇
出
演
﹈中
平
穂
積（
ジ
ャ
ズ
写
真
家・「D

U
G

」オ
ー
ナ
ー
）   

﹇
日
時
﹈
6
月
20
日（
土
）18
時
〜
19
時
30
分  ﹇
会
場
﹈
1

階
文
学
サ
ロ
ン  ﹇
定
員
﹈1 

5 

0
名  ﹇
料
金
﹈
5 

0 

0
円   

﹇
申
込
締
切
﹈6
月
6
日（
必
着
）

2
と
3
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
各
締
切
日
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ

（
1
イ
ベ
ン
ト
に
つ
き
1
枚
）に
①
イ
ベ
ン
ト
名
、②
参
加
者

名（
3
名
ま
で
連
名
可
）、③
代
表
者
の
住
所
・
電
話
番
号

を
明
記
の
う
え
、世
田
谷
文
学
館「
植
草
甚
一
展
」係
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
返
信
用
に
も
代
表
者
の
住
所
・
氏

名
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。
結
果
は
締
切
後
、返
信
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

植
草
甚
一
の
没
後
、
4
万
冊
を
超
え
る
蔵
書
は
古
書
店

が
買
い
取
る
な
ど
し
て
整
理
さ
れ
、そ
の
他
の
遺
品
も
、展

示
即
売
会
が
催
さ
れ
鉛
筆
一
本
に
至
る
ま
で
フ
ァ
ン
の
手
に

渡
り
ま
し
た
。

し
か
し
、2
0
0
7
年
に
当
館
で「
植
草
甚
一  

マ
イ・フェ

イ
ヴ
ァ
リ
ッ
ト・シ
ン
グ
ス
」展
を
開
催
し
た
こ
と
を
一つ
の
契

機
と
し
て
、ご
遺
族
や
関
係
者
か
ら
関
連
す
る
品
々
を
ご
寄

贈
い
た
だ
き
、さ
ら
に
2
0
1
3
年
に
は
、か
つ
て
出
版
社

の
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た
大
量
の
品
を
、ご
遺
族
よ
り
ご

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス
ク
ラ
ッ
プ・
ブ
ッ
ク
や
ノ
ー
ト
約

2
4
0
点
、草
稿
や
原
稿
約
50
点
、日
記
約
30
点
を
含
む
当

館
の
植
草
甚
一
関
連
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、図
書
・
雑
誌
、写
真

類
も
加
え
る
と
、総
数
1
2
0
0
点
以
上
に
な
り
ま
す
。

本
展
は
、〈
映
画
〉〈
文
学
〉〈
音
楽
〉〈
コ
ラ
ー
ジ
ュ
〉〈
雑

雑
学
の
ノ
ー
ト

植
草
甚
一
の
代
表
作
の
一
つ
、『
ぼ
く
は
散
歩
と
雑
学
が

好
き
』（
晶
文
社
、1
9
7
0
年
）は
雑
誌「
話
の
特
集
」の

連
載
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
が
、そ
の
第
1
回
は
次
の
よ

う
に
始
ま
り
ま
す
。

な
に
か
あ
た
ら
し
い
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
を
買
っ
て
き
て
ボ

ツ
ボ
ツ
こ
の
仕
事
を
は
じ
め
よ
う
。
あ
た
ら
し
い
仕
事

に
取
り
か
か
る
と
き
は
机
の
う
え
に
置
い
た
ノ
ー
ト
ブ
ッ

ク
が
い
い
や
つ
で
な
い
と
感
じ
が
で
な
い
。（
中
略
）

そ
れ
で
な
に
か
変
っ
た
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
は
な
い
か
と
文

房
具
店
を
歩
き
ま
わ
っ
た
が
、ど
の
店
で
も
三
ヵ
月
ま

え
に
見
た
の
と
同
じ
も
の
ば
か
り
並
ん
で
い
る
。
そ
ん

な
の
を
ま
た
買
う
気
は
し
な
い
。（
中
略
）

し
か
た
な
し
に
家
へ
帰
っ
て
机
の
ま
え
に
す
わ
る
と
、

緑
色
ズ
ッ
ク・カ
バ
ー
の
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
を
取
り
だ
し
て
、

何
か
書
い
て
あ
る
三
ペ
ー
ジ
を
切
り
取
っ
て
、こ
い
つ
を

使
う
こ
と
に
し
た
。

こ
れ
ぞ
植
草
節
と
い
っ
た
感
の
あ
る
書
き
出
し
で
す
。

連
載
タ
イ
ト
ル
は
そ
の
ま
ま「
緑
色
ズ
ッ
ク
カ
バ
ー
の
ノ
ー

ト
ブ
ッ
ク
か
ら
」と
な
り
、以
降
毎
回
様
々
な
雑
学
的
話
題

を
、ア
メ
リ
カ
の
雑
誌
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

最
初
に
ご
紹
介
す
る
収
蔵
品
は
、こ
の
緑
色
ズ
ッ
ク
カ

バ
ー
の
ノ
ー
ト
で
す
。
中
身
に
は
連
載
初
期
数
回
分
の
材
料

と
な
っ
た
雑
誌
記
事
が
貼
り
こ
ま
れ
、そ
れ
ぞ
れ
に
要
点

が
書
き
写
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
１
回
目
の
材
料
は
ア
メ
リ
カ

の
女
性
雑
誌「
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
」の
1 

9 

6 

6
年
4
月
号

に
掲
載
さ
れ
た“W

H
A

T’S H
IP, W

H
A

T’S SQ
U

A
R

E
?”

と
い
う
記
事
。
元
に
な
っ
た
記
事
と
実
際
の
文
章
を
比
較

す
る
と
、原
文
の
概
要
は
踏
襲
し
つ
つ
も
、ニュ
ー
ト
ラ
ル
な

訳
文
で
は
な
く
植
草
調
の
文
体
で
意
訳
を
し
、そ
れ
を
単

な
る
引
用
と
せ
ず
に
、
実
に
巧
み
に
編
集
し
て
ま
と
め
あ

げ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、何
事
も
手
始
め
に
ノ
ー
ト
を
つ
く
る
の
が

植
草
甚
一
の
流
儀（
本
人
の
言
葉
を
借
り
れ
ば「
勉
強
」の

仕
方
）で
し
た
。
ノ
ー
ト
づ
く
り
は
い
わ
ば
イ
ン
プ
ッ
ト
の
プ

ロ
セ
ス
で
あ
り
、そ
の
ノ
ー
ト
を
も
と
に
ま
と
め
ら
れ
た
原

稿
が
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
当
館
が
所
蔵
す

る
約
2
4
0
冊
の
ノ
ー
ト
や
ス
ク
ラ
ッ
プ・ブ
ッ
ク
か
ら
は
イ

ン
プ
ッ
ト
の
幅
広
さ
や
膨
大
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
だ
け
で
な

く
、ノ
ー
ト
づ
く
り
そ
の
も
の
を
楽
し
ん
で
い
た
様
子
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、植
草
甚
一
の
創
造
性
と
は
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、イ
ン
プ
ッ
ト
の
仕
方
自
体
に
も
あ
っ

た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

散
歩
の
日
記

続
い
て
ご
紹
介
す
る
の
は
散
歩
に
関
す
る
資
料
、日
記

で
す
。
植
草
甚
一
の
日
記
と
い
う
と
、『
植
草
甚
一
ス
ク
ラ
ッ

プ・
ブ
ッ
ク
』全
41
巻（
晶
文
社
、
1
9
7
6
〜
1
9
8
0

年
）の
月
報
に
掲
載
さ
れ
た
手
書
き
の
日
記﹇
註
1
﹈や
、同

全
集
の
第
39
巻『
植
草
甚
一
日
記
』（
晶
文
社
、1
9
8
0

年
）な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、当
館
で
は
こ
れ
ま
で
単

行
本
に
採
録
さ
れ
て
い
な
い
、
1
9
5
9
〜
1
9
6
9
年
、

1
9
7
2
〜
1
9
7
4
年
の
間
の
日
記
、約
30
冊
を
収
蔵

し
て
い
ま
す
。

「
何
か
売
っ
て
い
な
い
通
り
は
歩
く
気
が
し
な
い
。」﹇
註
2
﹈

と
言
い
切
っ
た
植
草
甚
一
の
日
記
の
特
徴
は
、ど
こ
で
何
を

い
く
ら
で
買
っ
た
か
、買
い
物
の
内
容
と
道
程
が
細
か
く
書

か
れ
て
い
る
こ
と
で
、そ
の
ま
ま
散
歩
の
記
録
と
な
っ
て
い

ま
す
。

た
と
え
ば
1
9
7
3
年
9
月
27
日
の
日
記
に
は
、
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す（
表
記
は
す
べ
て
原
文
マ
マ
）。

1
時
に
起
床  

2
時
に
出
て
、八
幡
で
乗
か
え
、日
比
谷
に

2
時
35
分
に
着
く
。Pharm

acy  

で B
iscuit （

6 

0 

0
）   

B
ergm

an 

い
ま
ま
で
で
最
高  E

criture 

に
な
っ
て
い

る   

飯
島
さ
ん
に C

h
ristie  

の
新
作 p

ap
erb

ack  

が
来

た
の
を
お
し
え
、Renoir  

で
一
人
で
コ
ー
ヒ
ー   B

iscuit  

を
一つ
た
べ
、前
の P

izza  

屋
の
看
板 C

apri  

の
二
か
所
が 

stro
b

o 

で
明
滅
す
る
の
に
気
に
入
っ
た
。
高
級
洋
傘（
三
晃

で
3 

5 

0 

0
）  

サ
ン
ト
ノ
レ
で
ウ
オ
ル
ツ
の Savon  

一つ
、

Lan
vin 

の
時
計
の sketch

、地
下
鉄
で
神
保
町
泰
文
社

で
14
＋
雑
誌
9
冊（
5 

0 

0 

0
）ほ
か
で（
1 

1 

0 

0
）   Taxi  

（
1 

2 

5 

0
）で
帰
る
／
計
1
万
3
千
ば
か
り
使
っ
た
。
8
時

ち
ょ
い
前
に
机
に
向
っ
て
、こ
の
メ
モ
を
と
っ
た
。ニューヨーク滞在中の植草甚一  1974年   

撮影：青野義一

開
館
20
周
年
記
念

「
植
草
甚
一
ス
ク
ラ
ッ
プ・ブ
ッ
ク
」

2
0
1
5
年
4
月
25
日（
土
）〜
7
月
5
日（
日
）

＊
観
覧
料
は
12
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

植
草
甚
一
関
連
資
料

都
市
の
遊
歩
の
お
手
本
の
よ
う
な
内
容
で
あ
り
、し
か

も
そ
れ
が
、
65
歳
の
時
の
日
記
で
あ
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ

ま
す
。
そ
し
て
、特
別
な
日
で
も
何
で
も
な
い
、日
常
の
1

そ
の
事
務
所
が
青
山
に
あ
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
で

し
ょ
う
が
、街
自
体
の
変
化
に
も
起
因
し
て
い
た
よ
う
で
、

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
洋
書
の
古
本
を
さ
が
し
て
い
る
時
間
が
す
こ

し
ば
か
り
、舶
来
雑
貨
の
店
を
の
ぞ
い
た
り
、ブ
テ
ィ
ッ

ク
の
ウ
ィ
ン
ド
ー
に
見
と
れ
た
り
し
て
い
る
時
間
に
食
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
け
れ
ど
、街
そ
の
も
の
が
そ
ん

な
ふ
う
に
変
化
し
た
の
だ
か
ら
、ブ
ラ
つ
い
て
い
る
と
き

の
面
白
さ
も
、い
ま
書
い
た
よ
う
な
こ
と
が
関
係
し
て

く
る
の
は
当
り
ま
え
の
こ
と
な
ん
だ
。﹇
註
4
﹈

﹇
註
1
﹈ 

月
報
1
〜
32
に
掲
載
。の
ち
に『
植
草
甚
一コ
ラ
ー
ジ
ュ
日
記
』

と
題
し
て
2
冊
に
分
け
て
単
行
本
化（
平
凡
社
、2
0
0
3
年
）。

﹇
註
2
﹈ 「
経
堂
か
ら
新
宿
へ
の
繁
華
街
を
歩
く
と
き
」（「
造
」1
9
6
9

年
10
月
号
）よ
り

﹇
註
3
﹈ 

植
草
甚
一
責
任
編
集「
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」。
1
9
7
3
年
8

月
創
刊
。
同
年
11
月
号（
第
3
号
）か
ら「
宝
島
」に
改
題
。

﹇
註
4
﹈ 「
下
町
の
不
良
少
女
と
小
学
校
の
き
れ
い
な
先
生
」（「
宝
島
」

1
9
7
3
年
12
月
号
）よ
り

﹇
ワ
ー
ド
解
説
﹈

P
h

arm
acy…

日
活
国
際
会
館（
現
ペ
ニ
ン
シュ
ラ
ホ
テ
ル
東
京
）の
中

に
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
の
こ
と
。
現
在
は
丸
の
内
、渋
谷

ほ
か
で
営
業
。

B
ergm

an…
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
映
画
監
督
イ
ン
グ
マ
ー
ル・ベ
ル
イ
マ
ン

の
こ
と
。
こ
の
時
の
映
画
は『
叫
び
と
さ
さ
や
き
』。

飯
島
さ
ん
…
映
画
評
論
家
の
飯
島
正
の
こ
と
。

ウ
オ
ル
ツ
の Savo

n…

フ
ラ
ン
ス
の
老
舗
ブ
ラ
ン
ド「
ウ
ォ
ル
ト
」の
代

表
的
な
香
水「
ジュ・ル
ビ
ア
ン
」の
ト
イ
レ
ッ
ト
ソ
ー
プ
を
購
入
し
た
。

▼ 

秋
田
稔
様  

瀬
戸
口
宣
司
様  

田
中
政
子
様  

松
本 

利
夫
様

▼ 

ア
ジ
ア
文
化
社  

市
川
市
文
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム  

一
茶 

記
念
館  

う
ら
わ
美
術
館  

愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー   

大
川
美
術
館  

大
阪
国
際
児
童
文
学
振
興
財
団  

お
茶
の

水
女
子
大
学
博
物
館
学
研
究
室  

か
ご
し
ま
近
代
文
学

館  

神
奈
川
近
代
文
学
館  

紙
の
博
物
館  

北
九
州
市
立

文
学
館  

京
都
工
芸
繊
維
大
学
美
術
工
芸
資
料
館  

桑

名
市
博
物
館  

こ
お
り
や
ま
文
学
の
森
資
料
館  

越
谷
市

立
図
書
館
野
口
冨
士
男
文
庫  

高
志
の
国
文
学
館  

小
諸

市
教
育
委
員
会  

さ
い
た
ま
文
学
館  

斎
藤
茂
吉
記
念

館  

坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム  

佐
佐
木
信
綱
記
念
館   

佐
佐
木
信
綱
研
究
会  

産
経
新
聞
社
事
業
局  

実
践
女
子

大
学
文
芸
資
料
研
究
所  

石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館   

常
総
市
教
育
委
員
会  

昭
和
館  

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館   

杉
並
区
立
郷
土
博
物
館  

仙
台
文
学
館  

た
ま
し
ん
地
域

文
化
財
団  

鶴
岡
市
立
藤
沢
周
平
記
念
館  

徳
島
県
立

文
学
書
道
館  

豊
島
区
文
化
デ
ザ
イ
ン
課  

富
山
県
歌
人

連
盟  

西
尾
市
岩
瀬
文
庫  

日
本
児
童
ペ
ン
ク
ラ
ブ  

日

本
博
物
館
協
会  

俳
人
協
会
・
俳
句
文
学
館  

芭
蕉
記
念

館  

福
岡
市
総
合
図
書
館  

福
井
県
ふ
る
さ
と
文
学
館   

ふ
く
や
ま
文
学
館  

ふ
ら
ん
す
堂  

松
本
清
張
記
念
館   

椋
鳩
十
文
学
記
念
館  

武
者
小
路
実
篤
記
念
館  

与
謝
野

晶
子
記
念
館

▼ 「
あ
け
び
」「
新
し
き
村
」「
宇
宙
風
」「
海
」「
海
紅
」「
が

い
こ
つ
亭
」「
風
花
」「
風
」「
か
ね
こ
と
」「
カ
プ
リ
チ
オ
」「
寒

雷
」「
橄
欖
」「
く
さ
く
き
」「
九
品
仏
川
柳
会
句
会
報
」「
芸

文
あ
ま
が
さ
き
」「
原
型
富
山
」「
鴻
」「
心
の
花
」「
さ
つ
き
」

「
山
河
」「
山
暦
」「
春
耕
」「
春
燈
」「
抒
情
文
芸
」「
詩
霊
」

「
川
柳
研
究
」「
双
鷲
」「
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
」「
鬣
」「
短
歌
研
究
」

「
短
歌
人
」「
丹
青
」「
地
中
海
」「
伝
書
鳩
」「
同
時
代
」「
飛

火
」「
白
」「
羽
鳥
通
信
」「
プ
チ
★
モ
ン
ド
」「
麓
」「
文
藝
軌

道
」「P

O
C

U
LA

」「
窓
」「
遊
牧
」「
ゆ
く
春
」「
ラ
ン
ブ
ル
」

「
り
ん
ご
の
木
」「
檸
檬
」の
各
誌
ほ
か
よ
り
資
料
の
ご
寄

贈
、ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

（
五
十
音
順
・
団
体
名
敬
称
略
）

高
度
経
済
成
長
、
東
京
五
輪
を
経
て
、
近
代
都
市
へ
と

生
ま
れ
変
わ
っ
た
東
京
の
街
を
ブ
ラ
つ
く
姿
に
は
、
関
東

大
震
災
後
、モ
ダ
ン
都
市
へ
と
変
貌
す
る
銀
座
界
隈
を
ブ

ラ
つ
い
て
い
た
、日
本
橋
の
木
綿
問
屋
の
長
男
、植
草
青
年

の
姿
が
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
見
え
て
き
ま
す
。

欧
米
の
流
行
や
風
俗
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
、新
し

も
の
好
き
で
尖
端
的
な
モ
ダ
ン
ボ
ー
イ
の
精
神
、そ
の
根
幹

に
あ
っ
た
リ
ベ
ラ
ル
な
気
風
が
、
70
年
代
の
社
会
と
都
市
風

俗
の
空
気
と
フィ
ッ
ト
し
た
か
の
よ
う
に
、変
貌
す
る
東
京

の
新
し
い
文
化
を
純
粋
に
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
、日
記

か
ら
は
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

ペ
ー
ジ
の
中
に
も
、映
画
と
文
学
が
あ
り（
も
ち
ろ
ん
古
本

も
）、都
市
の
デ
ィ
テ
ー
ル（
明
滅
す
る
看
板
）に
眼
差
し
が

向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、日
記
を
年
代
順
に
見
て
い
く
と
、1
9
7
3
年
頃

を
境
に
、買
い
物
の
内
容
や
散
歩
の
エ
リ
ア
が
変
化
し
て
い

く
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
古
本
、輸
入
書
籍
、

文
房
具
な
ど
が
中
心
だ
っ
た
買
い
物
の
内
容
が
、
幅
広
い

輸
入
雑
貨
へ
と
変
わ
り
、
神
保
町
、
渋
谷
あ
た
り
が
中
心

だ
っ
た
散
歩
の
エ
リ
ア
が
、青
山
、原
宿
あ
た
り
へ
と
変
わ

り
ま
す
。

こ
れ
に
は
同
年「
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」﹇
註
3
﹈が
創
刊
さ
れ
、

開
館
20
周
年
記
念
展「
植
草
甚
一
ス
ク
ラ
ッ
プ・
ブ
ッ
ク
」

（
次
頁
参
照
）は
、当
館
の
収
蔵
品
に
新
た
に
加
わ
っ
た
植

草
甚
一
関
連
資
料
を
披
露
す
る
展
覧
会
で
す
。
今
回
は
そ

の
出
品
資
料
の
中
か
ら
、と
て
も
植
草
甚
一
ら
し
い
散
歩
と

雑
学
に
関
す
る
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

＊ 

会
期
中
に
は
本
展
と
も
連
動
し
た
、開
館
20
周
年
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
10
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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開館20周年記念イベント2
にじゅっさい

0祭

コレクション展

前期  4月25日（土）～ 9月27日（日）  
「特集・戦後 70年と作家たち」
後期  10月10日（土）～ 2016年4月3日（日）  予定

世田谷ゆかりの作家・作品に関する文学資料や、台本、
ポスターなどの映画資料など約 9万点の収蔵品を、さま
ざまな側面からご紹介するコレクション展。2015年度前
期は、「戦後 70年」をテーマに山田風太郎『戦中派不戦
日記』関連資料、約1万点所蔵の横溝正史関連資料の中
からの初出品など、当館の誇る収蔵品の魅力を存分に
お伝えします。また、文学作品を人形と音と光で表現し
た「ムットーニのからくり劇場」を同会場にて上演します。

せたがや子ども文学館

博物館は、くらくて、せまくて、むずかしいだけ…って、思っていたあなた！ 子ども文学館は、元気いっぱ
い、楽しいプログラムがいっぱいの、あなたにぴったりの文学館です。リーダーには、詩や歌が得意な作家
さんのほかに、ダンサーさんと美術家さん、写真家さんと音楽家さんもいます。また、植物観察や野外活
動が得意なリーダーもいます。からだとあたまをダイナミックにつかって、心を大きくふるわせましょう！ 子
ども文学館は、世田谷文学館と学校、そして屋外や地域で活動しています。「いつでも」、「どこでも」楽し
める、文学館活動です。

植草甚一スクラップ・ブック
4月25日（土）～ 7月5日（日）

＊詳細は9頁をご覧ください。

第35回 世田谷の書展　世田谷ゆかりの作家たち
2016年1月5日（火）～ 1月11日（月・祝）

［観覧料］
無料

浦沢直樹展（仮称）
2016年1月16日（土）～ 3月31日（木）

『YAWARA !』、『MONSTER』、『20世紀少年』、『BILLY BAT』ほか、日本マンガ界の中枢で活躍する浦沢直
樹（1960 – ）は、「紙とペン」だけで世界の価値観を揺るがしてしまうマンガ本来の力にこだわり、描き続けて
います。浦沢直樹の覚悟ともいえる表現の現場に、時代をともにするものとして伴走すること－それは、表
層におぼれ拡散し続ける文化にさらされた、己の立ち位置もあやうい
現代人にとって、自分の核を探す旅ともなるでしょう。浦沢直樹とい
う作家とその作品、展示空間で出会うみなさまとともに、〈これからの
表現〉にどう立ち向かうか、21年目を歩み出す世田谷文学館が全力
で挑みます。

詩人・大岡信展（仮称）
10月10日（土）～ 12月6日（日）

詩人として、また文学から造形芸術にまたがる気鋭の評論家として
若い頃からその卓越した才能を知られた大岡信（1931– ）。古今の
詩歌への造詣も深く、フランスをはじめとした国外の詩や文芸に通
じ、言語の壁を超えた国内外の詩人たちによる「連詩」など新たな
詩の境地も開拓してきました。本展では大岡文学の核となる「詩」
の業績を中心に、詩稿、草稿、創作ノートなど貴重な資料によってご
紹介します。

宮西達也ワンダーランド展  ヘンテコリンな絵本の仲間たち
7月25日（土）～ 9月23日（水・祝）

独特のタッチの絵と心温まるストーリーで知られる絵本作家・宮西達
也（1956 – ）は、「ティラノサウルス」や「ウルトラマン」シリーズをはじ
めとする多くの絵本を世に送り続けています。最初にテーマを決め
てから制作に取りかかるという作品には、どこか不器用で心優しい
主人公たちの迷いや奮闘が描かれ、子どもから大人までを惹きこむ
面白みがあります。
本展では代表作を中心に原画やラフスケッチ、初期作品などの資
料をご紹介するほか、特別企画の新作や人気キャラクターが登場す
るジオラマなど、「ドキドキ、ワクワク、涙もポロリ」な宮西ワールドを
お楽しみいただけます。

［観覧料］
一般 800 （640）円 / 65歳以上、高校・大学生 600 （480）円 /  
障害者手帳をお持ちの方 400 （320）円 / 小・中学生 300 （240）円
＊（ ）内は20名以上の団体料金  ＊10月16日（金）は65歳以上無料

［観覧料］
一般 800 （640）円 / 65歳以上、高校・大学生 600 （480）円 /  
障害者手帳をお持ちの方 400 （320）円 / 中学生以下無料
＊（ ）内は20名以上の団体料金  ＊7月31日（金）は65歳以上無料

2015年度は、開館 20周年を記念するイベント「 2
にじゅっさい

0祭」で開幕します。
6月には春の企画展「植草甚一スクラップ・ブック」をフィーチャーした、期間限定「セタブンマーケット」を
オープン !!
散歩と買い物が代名詞ともいえる “JJおじさん ”こと植草甚一は、みんなは見過ごしてしまう何でもな

いようなものを、とても魅力的に語った人でした。そんな
植草流の買い物とブラブラ歩きを実体験できる、ほかに
どこにもないマーケットが文学館の中に出現します。－本
や雑貨だけではありませんよ。何が飛び出すか、何が買
えるか？ オリジナルアクセサリーを作るミニ・ワークショッ
プもあわせて開催します。2日間限りのマーケット、どうぞ
お楽しみに。
また年間を通じて、企画展に関連した講演会、ワーク
ショップ、音楽ライブなどを
開催します。恒例の当館館
長・菅野昭正企画による連
続講座は、秋の企画展「詩
人・大岡信展」（10月を予
定）にちなんだテーマを予
定しております。ご期待く
ださい。

■  セタブンマーケット  会場：1階文学サロン  事前申込不要、入場無料
 6月 27日（土）  10 ：00～20 ：00

  28日（日）  10 ：00～18 ：00 

＊両日とも各店舗は売切次第終了

開
館
20
周
年 

2
0
1
5
年
度   

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

［観覧料］
一般 800 （640）円 /  
65歳以上、高校・大学生 600 （480）円 /  
障害者手帳をお持ちの方 400 （320）円 /  
小・中学生 300 （240）円
＊（ ）内は20名以上の団体料金   
＊1月22日（金）は65歳以上無料

『BILLY BAT』 ©浦沢直樹
ストーリー共同制作 長崎尚志 
/講談社 モーニング

『20世紀少年』 © 1999、2006   
浦沢直樹  スタジオナッツ/小学館

『記憶と現在』1956年

企画展

『おまえ うまそうだな』2003年  ©宮西達也 『ヘンテコリンおじさん』2013年  ©宮西達也

画像提供：大岡信ことば館 『大岡信全詩集』2002年

山田風太郎自筆日記

ムットーニのからくり劇場

セタブン収蔵庫を探検中2014年度のプログラムから  子ども百名山 芦花公園の落葉になりきってダンス！

世田谷区経堂の自宅にて  撮影：齋藤康一

植草甚一  切手コレクション

浦沢直樹
2014年「日本 SF展」記念トーク＆
ライブより

民話にかかれた地を探検！

植草甚一  コラージュ（無題）



休 館 日：
毎週月曜日（ただし月曜日が休日の場合には開館し、翌平日休館）
年末年始（12月29日～1月3日）
開館時間：
10時～18時
（ただし展覧会入場は 

17時 30分まで）

公益財団法人せたがや文化財団

世田谷文学館 SETAGAYA LITERARY MUSEUM

交通案内
京王線「芦花公園」駅 
南口より徒歩 5分
小田急線「千歳船橋」駅 
より京王バス（千歳烏山 
駅行）利用「芦花恒春園」
下車徒歩 5分

世田谷文学館カレンダー

せたがや文化財団の催し物

〒157- 0062 東京都世田谷区南烏山1-10 -10 
Tel. 03 -5374 -9111  Fax. 03 -5374 -9120  
ホームページ  ht tp://w w w. setabun. or. jp /

コレクション展

企画展 植草甚一スクラップ・ブック  
4月25日（土）～ 7月5日（日）

コレクション展

観覧料：
一般 800 （640）円
65歳以上・大学生・高校生 600 （480）円
障害者 400 （320）円
小・中学生 300 （240）円
＊ （ ）内は20名以上の団体割引
＊ 4月25日（土）、6月6日（土）は 
開館 20周年記念無料観覧日

＊ 5月1日（金）は65歳以上無料

観覧料：
一般 800 （640）円
65歳以上・大学・高校生
600 （480）円
障害者 400 （320）円
中学生以下無料
＊ （ ）内は20名以上の団体割引
＊ 7月31日（金）は65歳以上無料

観覧料：
一般 200 （160）円   
高校・大学生150 （120）円
小・中学生100 （80）円   
65歳以上・障害者100 （80）円
＊ 中学生以下は土・祝・日は無料  
＊ （ ）内は20名以上の団体料金

■ 世田谷美術館 ［Tel. 03-3415-6011］

● 速水御舟とその周辺 
－大正期日本画の俊英たち

 5月2日（土）～ 7月5日（日）

■ 世田谷美術館分館   
向井潤吉アトリエ館  
［Tel. 03-5450-9581］
● 向井潤吉  みちのくを歩く
 4月4日（土）～ 7月26日（日）
■ 世田谷美術館分館   
清川泰次記念ギャラリー  
［Tel. 03-3416-1202］
● 清川泰次 イン・シカゴ
 4月4日（土）～ 7月26日（日）
■ 世田谷美術館分館   
宮本三郎記念美術館  
［Tel. 03-5483-3836］
● 宮本三郎の美術史教室
 4月4日（土）～ 7月26日（日）

● 『敦－山月記・名人伝－』
 6月13日（土）～ 21日（日）
 世田谷パブリックシアター
 原作：中島敦  構成・演出：野村萬斎
 出演：野村万作、野村萬斎、石田幸雄、 
深田博治、高野和憲、月崎晴夫、 
亀井広忠（大鼓）、藤原道山（尺八）

● 『トロイラスとクレシダ』 Troilus and 
Cressida

 7月15日（水）～ 8月2日（日）
 世田谷パブリックシアター
 作：ウィリアム・シェイクスピア   
翻訳：小田島雄志   
演出：鵜山仁

 出演：浦井健治、 
ソニン、岡本健一、 
渡辺徹、今井朋彦、 
横田栄司、吉田栄作、 
江守徹  ほか

■ 世田谷文化生活情報センター   
世田谷パブリックシアター  
［Tel. 03-5432-1526］

■ 世田谷文化生活情報センター   
生活工房 ［Tel. 03-5432-1543］

● 世田谷アートフリマ vol. 23
 4月18日（土）・19日（日）
 生活工房 3・4・5階

■ 世田谷文化生活情報センター   
音楽事業部 ［Tel. 03-5432-1535］

● 本條秀太郎『日本の音』～江戸の粋～
 5月16日（土） 18時 30分開演
 成城ホール
 出演：唄・三味線  本條秀太郎、 
本條秀五郎   ほか 
ゲストコメンテーター   
三谷靭彦（画家）

● 室内楽シリーズ   
アラウンド・ザ・ピアノ 
－中野翔太＆松永貴志－

 6月6日（土） 15時開演
 成城ホール
 出演：中野翔太 、松永貴志

特集・戦後70年と作家たち  4月25日（土）～ 9月27日（日）

植草甚一スクラップ・ブック

ノート「これらの日本語の本  まあ、
しまっておこう。19 62年のおわり、
このNote Bookに記録しはじめる。」
1962年

「特集・戦後70年と作家たち」
4月25日（土）～9月27日（日）
1階展示室

● 「働く女性の衣装   
大原女とあんこさん」展

 4月24日（金）～ 5月24日（日）
 3階生活工房ギャラリー

宮西達也ワンダーランド展  
7月25日（土）～ 9月23日（水・祝）

宮西達也
ワンダーランド展
ヘンテコリンな
絵本の仲間たち

『にゃーご』1997年 ©宮西達也

7月25日（土）～
9月23日（水・祝）
2階展示室

4月25日（土）～ 7月5日（日）
2階展示室

開館20周年記念イベント  2
にじゅっさい

0祭
1階文学サロン  

＊詳しくは10頁を 
ご覧ください。

● 金山康喜のパリ 
－1950年代の日本人画家たち

 7月18日（土）～ 9月6日（日）

 ミュージアムコレクション
● 〈それぞれのふたりシリーズ〉 
「渡辺豊重と平野甲賀」

 4月21日（火）～ 7月20日（月・祝）

4月 5月 6月 7月

企画展

甲州街道

旧甲州街道

芦花公園駅
サミット●

NAS
芦花公園
●

京王線
至新宿

芦花恒春園
バス停

●ゴルフ練習場
●世田谷文学館

環
状
八
号
線

大原女

速水御舟《洛北修学院村》1918年、 
滋賀県立近代美術館蔵

撮影：細野晋司

本條秀太郎

● セタブンマーケット
 6月  27日（土） 

 28日（日）

撮影：青野義一


